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形倍進化分野

岩本光雄･木村 焚･毛利俊雄･国松 虫

研究概要

A)旧世界ザル.特にマカクに関する形態学的研

究

岩本光雄

前年度に引き続き,種子島縄文時代追跡より出

土のサル下顎片について形態学的検討を進めた｡

また,霊長類の木登り行動に関する共同研究の一

環として,ニホンザル関係の資料をビデオカメラ

等により収集し,その結果について分析を進めた｡

B)神奈川県出土鮮新世サル化石についての検討

岩本光雄

長谷川善和氏 (横浜国立大学)とともに,

E.Delson氏 (ニューヨーク自然史博物館)の協

力を得ながら,神奈川県中津層群より出土の後期

鮮新世サル化石 (頭骨)について検討を行った｡

明らかにオナガザル科コロブス亜科のものであり.

アフリカおよびヨーロッパの同時代化石に頬似の

ものがあると見て,検討を続行中である｡

C)霊長類の運動器の機能形態

木村 賛

ヒトを含む現生霊長類の運動器とその機能の比

較研究を行い,霊長類の特徴を知るとともに,ヒ

ト成立過程の検討を行っている｡特に共同研究と

して,木のぼり,息こらえについての検討を行っ

ている｡また,成長,加齢についてのモデルを検

討している｡具体的主な研究内容は以下の通りで

ある｡

霊長類および樹上生活の嘱乳類が地上性四足嘱

乳頬と比べ,四肢骨が長く.太く,丈夫であるこ

とを示し,樹上性における特性をロコモーション

様式.力学的特性との関連において検討した｡

チンパンジーのマニピュレーション能力をハン

ドル回転能力から調べた｡従来の説と異なり,ⅠⅠⅠ

指による回転能力もあることをたしかめた｡

77I)カ大型現人位の指骨の比較検討を行い,

その琴曲の変異が大きいことをみいだした｡

亭島ニホンザルの年齢既知骨格宍料を調べ.普

しい骨格発達遅滞と成長期間の延長とがあること

をみいだした｡成長期の発達遅れに対する補償作

用としての成長期の延長例と考えられた｡

D)霊長類頭玉骨の形態学的研究

毛利俊雄

ニホンザルの頭王骨計測値にみられる乳歯期か

ら成休までの成長と性的二型の関係についてとり

まとめをおこなった｡

従来,涙索敵 まオナガザル科のうちオナガザル

亜科では涙骨のみで構成され,コロブス亜科では

上顎骨と涙骨で構成されるとされてきたが,多数

の頭蓋骨の観察によりこれには例外が多いことが

明らかになったO涙褒高の骨柄成は,したがって

オナガザル科の亜科を識別するためには有効では

ないが,属･種･亜種のレベルではいくつかの興

味深いパタンがみられた｡

東海地方の考古学的な逝跡から出土した人骨の

形態学的な調査をおこなったo

E)中新世ヒト上科化石の研究

図松 豊

ケニア北部ナチョラ地域出土の苅入校化石を中

心に,東アフリカ中新世ヒト上科を比較検討した｡

ナチョラと他の化石産地のNyaIZZaPithecusの比
較を進めるとともに,小型郊入校化石に続き大型

類人猿化石の観察も行っている｡日本学術振興会

ナイロビ研究連絡センターの駐在員としてケニヤ

に一年間桔在し.ケニヤ国立博物館において同国

出土の中新世頬人位の歯牙化石の班寮と計測など,

比較資料の収先に努めたoまた,ウガンダ博物館

においても同博物館所蔵のウガンダ東部から産出

した大型中新世類人猿化石を調べた｡大英自然史

博物館では,植民地時代にケニヤから発見された

中新世類人猿のタイプ標本などを観察･計測した｡
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集団遺伝分野

庄武孝義･川本 芳 ･平井啓久

研究概要

A)ニホンザルの集団遺伝学的研究

庄武孝義 ･川本 芳･G.Belayl)
ニホンザルの血液蛋白変異やミトコンドリア

DNAの変異を検索し,群内,群間の退伝的変異

性を定量する｡得られたデータをもとに統計的検

討を加えニホンザルの繁殖構造･種分化の解明を

めざす｡'93年度は各地から試料の追加収集を行

い,分析を続行中である｡

B)Macaca属サルの系統的相互関係

川本 芳 ･庄武孝義

ニホンザルを含む Macaca属サル各種から材

料を採集し,前項1)と同一の方法によって種内･

種間の遺伝的変異性を定量化し,それら種問の迫

伝的分化 ･系統的関係を検討している｡ '93年度

は川本が特別事業費によりフィリピン,インドネ

シア,バングラデシュにて調査を行い.各種の新

たなサンプルを収集した｡

C)ヒヒ類の種分化に関する集団迫伝学的研究
庄武孝義

'93年度は文部省科学研究史により,南部エチ

オピア高原アルシー州で1989年に新しく発見さ

れたゲラダヒヒの分布調査ならびに次年度に予定

されている捕獲調査の準備を行った｡

D)サバンナモンキーの集B樋伝学的研究

嶋田 誠1)･庄武孝義

'93年度の文部省科学研究費によりエチオピア

中央部を流れるアワシュ川の川辺林に生息するサ

バ ンナモ ンキー (グリベットモ ンキー)

Cerocopithecusaethlopsaethiopsの迫伝子梢成

を調べるために捕獲調査を行っている｡現在まで

に9群200頭の試料が収集されている｡

E)家畜化現象と家畜系統史の研究

庄武孝義･川本 芳

在来家畜とそれらの野生原種の野外調査によっ

て,家畜化現象そのものの集B]退伝学的解明と,

各種家畜の集団間退伝分化,系統的相互関係の解

明を行いっつある｡

1)大学院生
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